
と き め き   き ら め き   い き い き を 伝 え る

お知らせ…P18
健康情報…P28
文化会館・図書館…P29

特 集特 集

TOPICS
お知らせ…P18
健康情報…P28
文化会館・図書館…P29

美術館をめぐり
芸術文化にふれよう…………P2
美術館をめぐり
芸術文化にふれよう…………P2

夏休みを満喫しよう…P6
関駅西口駅前広場工事着手…P8
高齢者のための在宅福祉サービス…P10
商工業者・勤労者の補給・補助金制度…P13

夏休みを満喫しよう…P6
関駅西口駅前広場工事着手…P8
高齢者のための在宅福祉サービス…P10
商工業者・勤労者の補給・補助金制度…P13

大坪重周展（篠田桃紅美術空間・8月 4日まで）大坪重周展（篠田桃紅美術空間・8月 4日まで）

7/1
2013

No.1629



02広報せき 2013.7.1

０
１
１

年（
平
成

23
年
）12
月
に
稲

口
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、市
内（
常
盤

町
）出
身
の
洋
画

家
三
浦
勝
治
さ
ん（
96
歳
・
神
奈
川
県
藤
沢
市
在

住
）の
作
品
を
紹
介
す
る「
三み
う
ら
か
つ
じ

浦
勝
治
美
術
館
」。

　

三
浦
さ
ん
は
、１
９
１
７
年（
大
正
６
年
）に

俳
人
三
浦
常つ
ね
じ
ろ
う

次
郎（
号　

山や
ま
ざ
と
け
ん
き
せ
ん

里
軒
基
泉
）の
五
男

と
し
て
関
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。10
代
半
ば
か
ら

大
阪
や
東
京
で
デ
ザ
イ
ン（
図
案
）と
絵
画
を
学

び
、そ
の
後
中
国
・
北
京
や
天
津
に
移
り
活
動
。

訪
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
に
感
動
し
、帰
国

後
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
描
き
続
け
ま
し

た
。そ
の
他
に
も
世
界
各
地
や
日
本
各
地
の
風

景
、特
に
長
良
川
流
域
の
風
景
、そ
し
て
人
物
の

作
品
も
数
多
く
描
い
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
美
術

界
を
牽
引
し
、現
在
も
筆
を
握
り
続
け
て
い
ま

す
。

の
美
術
館
は
、三
浦
さ
ん
と
40
年
以
上
に

わ
た
り
親
交
が
あ
る
自
動
車
部
品
加
工

会
社
経
営
の
平
林
銈け
い
い
ち一さ

ん（
76
歳
・
前
山
町
）の

尽
力
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。平
林
さ
ん
が
、個

展
で
観
た
三
浦
さ
ん
の
１
枚
の
絵
に
惹
か
れ
て

以
来
、全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
個
展
の
ほ
と
ん
ど

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、家
族
ぐ
る
み
で
お
付

き
合
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、故

郷
で
常
設
展
示
が
で
き
た
ら
と
い
う
三
浦
さ
ん

の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
、平
林
さ
ん
が
私
財
を

投
じ
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

購
入
お
よ
び
本
人
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る
約

１
８
０
点
の
所
蔵
作
品
の
う
ち
、１
０
０
号
の

油
彩
作
品
を
中
心
に
、展
示
室
に
油
彩
22
点
、ロ

ビ
ー
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
油
彩
や
水
彩
、

素
描
な
ど
の
作
品
約
10
点
が
並
ん
で
い
ま
す
。特

に
、２
０
０
号
の
大
作「
兵へ
い
ば
よ
う
げ
ん
そ
う

馬
俑
幻
想
」や「
婚
礼

の
行
進〈
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
〉」な
ど
、世
界
を
旅

し
て
感
動
し
た
風
景
や
人
物
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
実
的
で
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
作

品
が
目
を
引
き

ま
す
。ま
た
、季

節
な
ど
に
合
わ

せ
て
展
示
替
え

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

た
、
こ

の
美
術

館
は
昨
年（
平

成
24
年
）10
月
、

県
内
の
個
人
や

法
人
が
所
有

　市内には、市ゆかりの作家の作品を紹介する私立美術館があります。その他にも地域の企業や人々に
よってつくられた芸術・文化に触れ合う空間が身近なところにあります。
　市民の皆さんがいきいきと暮らしていくためにも、創作意欲あふれる作品に触れながら、美術館巡りなど
気軽に芸術鑑賞を楽しんでみてはいかがでしょうか。 【照会先】　文化課　☎24―6455

は
じ
め
に
、市
内
の
美
術
館
２
館
を
紹
介
し
ま
す
。

三
浦
勝
治
美
術
館（
稲
口
）

2

こ

ま

美術館をめぐり
芸術文化にふれよう

三浦勝治さん
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阜
現
代
美
術
館
は
主
に
、墨
の
美
術
家
・

篠
田
桃
紅
さ
ん（
１
０
０
歳
・
東
京
都
）

の
作
品
を
有
す
る
美
術
館
で
す
。

　

篠
田
桃
紅
さ
ん
は
、１
９
１
３
年（
大
正
２

年
）に
中
国
大
連
に
生
ま
れ
、本
籍
岐
阜
市
出
身

の
父
か
ら
書
を
学
び
、抽
象
画
へ
移
行
。文
字
の

領
域
を
超
え
た
独
自
の
墨
の
表
現
を
試
み
、国

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

術
館
の
建
物
は
、１
９
９
２
年（
平
成
４

年
）、鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
関
工
園
内

に
作
ら
れ
、１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度「
日
経

ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
推
進
賞（
通
商
産
業
大
臣
賞
）」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

円
筒
形
ド
ー
ム
の
美
術
館
の
前
に
は
、カ
ス

ケ
ー
ド
と
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。ゆ
る
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
を
上
が
る
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、美
濃
和
紙

を
使
っ
た
行
灯
形
式
の
展
示
パ
ネ
ル
に
よ
り
、優

し
い
光
を
通
し

て
作
品
が
浮
か

び
上
が
っ
て
見

え
る
状
況
は
、

と
て
も
幻
想
的

で
す
。３
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る

大
作
も
展
示
さ

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

す
る
質
の

高
い
文
化

財
・
美
術

品
を
広
く

一
般
に
公

開
す
る
活

動
を
支
援

す
る
、岐
阜

県
の「
ま
ち

か
ど
美
術

館
」と
し
て

登
録
さ
れ
、

平
林
さ
ん

に
知
事
感

謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た（
登
録
は
県
内
で
１
０
４
箇
所
。市

内
で
は
、こ
れ
ま
で
に
ナ
イ
フ
博
物
館
、フ
ェ
ザ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、世
界
の
ナ
イ
フ
資
料
館
、高
賀

文
化
財
収
蔵
庫
が
登
録
さ
れ
て
い
る
）。

　

県
の
登
録
を
受
け
て
、遠
方
か
ら
来
館
す
る

お
客
も
増
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
私
は
三
浦
先
生
の
一
フ
ァ
ン
」と
、館
長
で
も

あ
る
平
林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。来
館
す
る
お
客
さ

ん
の
生
の
感
想
を
聞
き
、作
品
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
関
市
で
一
番
の
絵
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。１
つ

の
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ゆ
っ
く
り
観

て
い
た
だ
き
、三
浦
作
品
の
引
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
風
景
画
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」と
思
い

を
語
ら
れ
ま
す
。

く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
運
営
で
き
て
い

る
美
術
館
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
長
く
続

け
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」。

　

自
ら
感
動
し
た
体
験
を
形
に
し
、多
く
の
人

と
共
有
し
た
い
平
林
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
、気
軽
に
足
を
運
び
、心
が
安
ら
ぐ
雰
囲

気
の
中
で
作
品
を
鑑
賞
し
、心
地
よ
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
館
料
…
大
人
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
、身
障
者
手
帳
交
付
者
お
よ
び

　

そ
の
介
護
者
は
無
料

▽
休
館
日
…
水
曜
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
問
い
合
わ
せ
…

　

☎
23
―
１
９
１
３　

関
市
稲
口
２
５
１

　

つ
な
が
ら
な
い
場
合
＝
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ

　
「
ア
ッ
シ
ュ
」☎
36
―
４
１
９
２

　
http//sites.google.com

/site/　　
　
　

　
m
iurakatsujim

useum
/

▽
ア
ク
セ
ス
…

●
長
良
川
鉄
道
・
刃

物
会
館
前
駅
か
ら

徒
歩
約
30
分

●
東
海
北
陸
自
動
車

　

道
・
関
Ｉ
Ｃ
か
ら

　

車
で
約
５
分

岐美

美術館をめぐり 芸術文化にふれよう

岐
阜
現
代
美
術
館（
桃
紅
大
地
）

多  

館長の平林銈一さん
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ま
さ
に
、周
囲
の
自
然
と
造
形
が
調
和
し
た

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、篠
田
桃
紅
作
品
以
外
に
も
新

進
の
美
術
家
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
ほ
か
、可

動
式
の
展
示
パ
ネ
ル
に
よ
り
、自
由
自
在
に
空
間

を
作
り
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
地
域
文
化
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
現
在
開
催
中
の
企
画
展
】

▽「
荒
川
修
作 

P
O
R
T
R
A
I
T 

O
F 

A 

T
H
O
U
G
H
T
」展

　

荒
川
修
作（
1
9
3
6
―
2
0
1
0
）は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
し
た
美
術
家
で

す
。１
９
５
８
年
ご
ろ
よ
り「
棺
桶
」と
呼
ば
れ

る
オ
ブ
ジ
ェ
を
発
表
し
始
め
、１
９
６
１
年
に
ア

メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
後
に
は
、文
字
や
線
、記
号
な

ど
を
用
い
た「
図
式
絵
画
」を
制
作
し
ま
す
。そ
の

後
、荒
川
の
関
心
は
、平
面
か
ら
身
体
の
感
覚
を

使
っ
て
作
品
を
体
感
す
る
こ
と
へ
と
移
り
、岡
山

県
の《
偏
在
の
場
・
奈な

ぎ義
の
龍
安
寺
・
建
築
す
る

身
体
》（
１
９
９
４
年
）や
岐
阜
の《
養
老
天
命
反

転
地
》（
１
９
９
５
年
）の
制
作
に
至
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、建
築
作
品
に
至
る
ま
で
の
荒
川
の

思
考
の
源
泉
と
し
て
、初
期
の「
図
式
絵
画
」を

展
示
し
ま
す
。私
た
ち
が
漠
然
と
し
た
不
安
を

覚
え
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、作
品
に
明
示
さ
れ

た
荒
川
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
直
し
、あ
ら

た
め
て
考
え
る
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

●
会
期　

７
月
25
日（
木
）ま
で

●
展
示
作
品
数　

30
点

画
展
は
、年
４
～
５
回（
う
ち
篠
田
桃
紅

作
品
が
２
回
程
度
）、コ
ン
サ
ー
ト
は
毎

月
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、作
品
展
示
と
と
も
に
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
は
、毎
回
１
５
０
人
の
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
音
楽
を
鑑
賞
し
ま
す
。同
じ

フ
ロ
ア
内
に
演
奏
者
と
観
客
が
い
て
、両
者
の
息

づ
か
い
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
一
体
感
が
生
ま
れ
、優

雅
で
良
質
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

と
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

術
館
を
管
理
運
営
す
る（
公
財
）岐
阜
現

代
美
術
財
団
学
芸
員
の
宮
崎
香
里
さ
ん

は
、美
術
館
の
展
示
に
つ
い
て「
全
国
各
地
か
ら

ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。桃
紅
作
品
の
フ
ァ

ン
は
50
～
60
代
の
女
性
が
多
い
で
す
。桃
紅
の
生

き
方
や
た
た
ず
ま
い
に
惹
か
れ
る
方
も
多
く
み

え
ま
す
。桃
紅
作
品
は
ど
こ
よ
り
も
豊
富
。一
度

に
多
く
見
ら
れ
て
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。多
く
の
方
に
ゆ
っ
く
り
作
品
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
も「
美
術
と
音
楽
の
融

合
で
す
。作
品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、素
晴
ら
し
い

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

　
「
場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
の
声
も
聞
き
ま
す

が
、こ
ん
な
所
に
素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ
る
こ
と

を
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

　

学
生
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
に
作

品
を
見
て
ほ
し
い
と
話
す
宮
崎
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
こ
の
場
所
を
訪
れ
、「
絵
画
」と「
音
楽
」が

出
逢
う
空
間
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
岐
阜
現
代
美
術
館
】

▽
入
館
料
…
無
料

▽
休
館
日
…
日
曜
日
、祝
祭
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
問
い
合
わ
せ
…

　

☎
23
―
１
２
１
０　

関
市
桃
紅
大
地
１

　
http://w

w
w
.gi-co-m

a.or.jp/

▽
ア
ク
セ
ス
…

●
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
岐
阜
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

　

で
約
30
分

●
東
海
北
陸
自
動
車
道
・
関
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約

　

５
分

企美
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美
術
館
と
は
異
な
り
ま
す
が
、市
内
に
は
市
の
文
化
振
興
の
一
助
と
な
る

音
楽
空
間
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
存
在
し
ま
す
。こ
の
う
ち
２
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。

足
立
工
業

ぶ
ん
か
ホ
ー
ル（
広
見
）

せ
き
・
ま
ち
か
ど

工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
本
町
２
）

美
容
ば
さ
み
、カ
ミ
ソ
リ
、替
え
刃
、医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
足
立
工
業
株
式
会

社（
広
見
）の
足
立
榮ひ
で
み美

社
長
が
所
有
す
る
個
人

ホ
ー
ル
で
す
。

　

音
響
も
良
く
、演
奏
会
が
可
能
な
ホ
ー
ル
は
、

広
見
地
内
の
田
園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
内
に
は
、ま
ろ
や
か
で
気
品
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
音
の
出
る
ド
イ
ツ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン

社
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
る
ほ
か
、い
す
を
約

１
０
０
脚
所
有
し
、本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

毎
年
２
回
、関
市
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
が
企
画
運
営
し
て
、東
京
フ
ィ
ル
首
席
チ
ェ

リ
ス
ト
の
金か
な
き木
博
幸
さ
ん
を
中
心
に
毎
回
、バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
構
成
で
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
流
の
演
奏
を
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ホ
ー
ル
で
、

演
奏
者
の
間
近
で
、優
雅
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
、毎
回
満
席
に

な
る
ほ
ど
、人
気
を
得
て
い
ま
す
。

▽
照
会
先　

足
立
工
業
ぶ
ん
か
ホ
ー
ル　

☎
25

　

―
０
１
４
６

町
商
店
街
の
一
角
に
、１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

「
せ
き
・
ま
ち
か
ど
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。

　

本
町
商
店
街
事
務
局
内
の「
せ
き
・
ま
ち
か
ど

工
房
を
支
援
す
る
会
」が
管
理
運
営
す
る
展
示

室
で
す
。申
し
込
み
の
あ
っ
た
一
般
の
方
の
絵
画
・

書
・
写
真
や
工
芸
作
品
な
ど
を
、１
週
間（
火
曜

日
～
日
曜
日
）ご
と
に
入
れ
替
え
て
展
示
を
し
て

い
ま
す
。（
作
品
の
入
れ
替
え
は
月
曜
日
の
休
館

日
に
実
施
）

　

ほ
ぼ
毎
週
、必
ず
違
っ
た
作
品
を
無
料
で
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、気
に
入
っ
た
作
品
が
あ
れ

ば
、出
展
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。身
近
な
場
所
に
あ
り
、展
示
す
る
方
も
鑑
賞

さ
れ
る
方
も
両
方
喜
ば
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、展
示
内
容
は
、広
報
せ
き
の
毎
号「
お

知
ら
せ
」欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
休
館
日　

月
曜
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時（
10
月

　

～
２
月
は
午
後
５
時
）

▽
照
会
先　

事
務
局（
本
町
プ
ラ
ッ
ツ
）

　

☎
24
―
８
２
１
２

　市内には、篠田桃紅美術空間（市役所７階）、関市文化会館アフタヌーンコンサートをはじめ、画廊や喫茶店など
のギャラリーで作品展示やコンサートなどを行っている場所が数多く存在します。
　皆さん、お気に入りの空間に出かけませんか。市は、市民が参加できる芸術文化活動の促進を図ってまいります。

理

本

美術館をめぐり 芸術文化にふれよう
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夏休みを満喫しよう
◆照会先　観光交流課　☎23-7704

■両イベント照会先　関商工会議所（☎ 22-2266）

同日
開催

●天王まつり（春日神社）　※雨天決行
●安桜ふれあいセンター夏まつり（千年町
　2丁目）　※雨天順延
●「せき」燈花会　※雨天順延
●関市民俳句の集い　※雨天決行

■内　容

■照会先

■交通規制による路線バスの迂回運転について

第２回関市民俳句の集い

　水を入れたカップの中に浮かべたろうそくの優しい

灯りで、幻想的に照らし出します。

■時　間　午後 5時 30分ごろ点灯開始、午後 9時終了
■場　所　春日神社

■投句受付　 小・中学生の部、一般・高校生の部の受
付＝午後 6 時 30 分まで。受付終了後、
午後8 時30 分までに審査、各部 10 人の
入賞作品を決定。

■場　　所　 関商工会議所・会議室
■そ  の   他　 夏まつり当日の市民参加を歓迎します。

ちょうちんまつり 洞戸通元寺橋20日●土 円空川まつり 池尻長良川河畔4日●日

九万九千日供養 吉田観音9日●金

関市民花火大会 稲口津保川河畔13日●火

武芸川ふるさと夏まつり花火大会
武芸川町宝見橋武儀川河畔14日●水

津保川花火大会 富之保津保川新栗野橋上流15日●木

チンチカカ 小屋名津保川河畔15日●木

千灯供養 高澤観音17日●土

お十七夜 大門町通り17日●土

地蔵まつり 伊勢町〜仲町23日●金

子供おどりコンクール 本町 515日●木

天王まつり 春日神社27日●土

「せき」燈
と う

花
か

会
え

27日●土

ふるさと夏まつり 本町通り27日●土

27日●土

■場　所

■日　時 7月 27日（土）　午後 5時〜 9時
※雨天の場合は 7月 28日（日）

市中パレード（園児鼓笛隊など）、菓子まき、スイ
カに輪投げ、金魚すくい、ミニコンサートほか
夏まつり実行委員会
（本町商店街事務局内　☎ 24− 8212）

　ふるさと夏まつりの当日、本町通りを通行する路線バ
スは、正午から終日、西本郷通りへの迂回運転を行いま
す。（雨天時は 7月 28日（日）に順延）

本町通り（本町 1〜 5丁目）　

　市内では、いろいろな夏まつりが開催されます。夏の風物詩といえば花火大会や盆おどり。

このほかにもお寺や神社で行われる伝統的なまつりから、各地域の特色あるイベントまで、夏

休みは見どころいっぱいです。

第31回 関市ふるさと夏まつり

7　月 8　月

夏のイベントカレンダー
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子供おどりコンクール 本町 5丁目
中濃交通前

15日●木

お十七夜　吉田観音参道17日●土

ゆかた姿盆おどり大会　本町 2丁目23日●金

わかくさ・プラザ　交流広場30日●金

貴船神社1日●木

関市文化会館　市民広場2日●金

九万九千日　吉田観音参道9日●金

ふるさと夏まつり 本町通り27日●土 盆おどり講習会

子供おどりコンクール

盆おどりの予定

◆日時　8月 15日●　
　　　　午後 7時 30分〜 8時 30分
◆場所　本町 5丁目・中濃交通前
　　　　（雨天時は中濃交通車庫）
◆当日会場で申し込み

木

◆日時　7月 23日●
　　　　午後 6時 30分〜 8時 30分
◆場所　わかくさ・プラザ
　　　　「学習情報館・多目的ホール」
◆申し込み不要

火

7　月

8　月

次のとおり、市職員等に対し懲戒処分などを行いました。

水道事業における収賄事件に関する職員等の処分

◆当該職員　教育委員会学校給食センター調理員（当時水道部水道課主任水道技手）59歳……免職
＜処分理由＞　地方公務員法第33条「信用失墜行為の禁止」違反。地方公務員法第29条第1項第1号
「法律等に違反した場合」および第3号「全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合」に該当
＜処  分  日＞　平成25年6月13日

◆管理監督職員
・市長　　　　　　……減給3カ月（給料月額の10分の2）
・副市長　　　　　……減給2カ月（給料月額の10分の2）
・水道部長　　　　……減給3カ月（給料月額の10分の1）
・水道課長　　　　……減給2カ月（給料月額の10分の1）
・水道課課長補佐　……戒告
＜処分理由＞　上記事案に関する管理監督責任
＜処  分  日＞　平成25年6月21日

その他市職員の処分

◆当該職員　市民環境部清掃事務所運転技手（当時水道部水道課水道技手）53歳……減給2カ月（給
　料月額の10分の1）
＜処分理由＞　倫理規程違反
＜処  分  日＞　平成25年6月21日

市職員等の処分について
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関駅西口駅前広場
平成２６年３月末完成を目指し、

工事に着手します

　市では、長良川鉄道関駅西側に公共交通結節機能を持った駅前広場を整備します。高

速バスや路線バス、関シティバスが乗り入れ、鉄道、自家用車などの乗り継ぎを便利にし、

観光客の増加を目指します。この工事に伴い、本年７月から工事完了まで文化会館臨時

駐車場は使用できなくなります。利用者の方にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

関市東桜町地内　（対象面積　約７，９００平方メートル）

①駅前広場

②駐車場（緊急時一時避難所）

■バス・一般車・タクシー乗降場、バス・観光案内所、バス待合所、トイレ

■関駅との連絡通路

■駐輪場

●駐車場機能

■駐車場　（普通自動車 170 台程度）

※駐車場利用については、有料を予定しています。なお、文化会館の利用や鉄道・バス

　などの送迎の場合は、駐車場が無料で利用できるように検討しています。

●一時避難所機能

■飲料水用貯水槽 100t １基（設置済）、防災資機材備蓄倉庫、マンホール式トイレ、　 

　太陽光発電式照明灯

　バス待合所からバス乗降場、タクシー乗降場まで、バス待合所から関駅西側ホーム

までの通路については屋根を設置します。

◆照会先　都市整備課　☎23-7981

整　備　地

整備する施設
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節電にご協力を
　今夏も電力不足が懸念されます。日ごろからご家庭でも「節電」に心掛けていただい
ていると思いますが、9 月 30 日までの、平日午前 9 時〜午後 8 時の使用電力を減らし、
無理のない節電にご協力をお願いします。

　夏の日中（午後 2 時ごろ）には、在宅世帯では平均で約 1,200 ワットの電力を消費し
ており、エアコンがその約半分を占めています。

◆緑のカーテンを育てる
　ゴーヤやアサガオなど、夏に育つつる植物を植えます。日陰を作り、熱を遮る効果が
　あります。
◆打ち水をする
　朝や夕方、コンクリートやアスファルト、バルコニーや庭などに雨水や風呂の残り水
　などで打ち水します。気化してたまった熱を逃してくれます。
◆「すだれ」や「よしず」を使う
　窓からの日差しを和らげ、エアコンの節電になります。
◆寝具を工夫する
　い草や麻のほか、汗を吸収・蒸発させる素材で寝苦しさを和らげましょう。

　このほかにも、消費電力の大きい電気製品は午前 9 時〜午後 8 時を避けて洗濯乾燥機、
ホットプレート、浴室乾燥機、電子レンジなど 1,000W を上回る消費電力の大きい電気製
品は、平日の日中（午前 9 時〜午後 8 時）を避けて使いましょう。
※節電は無理のない範囲で、熱中症などにご注意ください。
　詳しくは、資源エネルギー庁ホームページ　http://www.enecho.meti.go.jp/

資源エネルギー庁推計。在宅家庭の日中の最大使用時（約 1,200W）に対する削減率の目安

○夏の昼間（午後 2 時頃）の電気機器の使用例（在宅世帯の例）

※出典：資源エネルギー庁推計

◆照会先　生活環境課　☎23-7702

節電の基礎知識

夏を涼しく

家庭での節電メニュー
製品 節電方法 削減率

エアコン
室温は28度に（冷房の設定温度を2度上げた場合） 10％

エアコンを消し、扇風機を使う 50％

冷蔵庫 設定を「強」から「中」にし、扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込まない 2％

照明 日中は不要な照明を消す 5％

テレビ 省エネモード設定し、画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す
（省エネモードに設定し、使用時間を2/3に減らした場合） 2％

ジャー炊飯器 早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊き、冷蔵・冷凍庫に保存 2％

待機電力 本体の主電源を切る。長時間使わない機器はプラグを抜く 2％

経済産業省
「夏の節電メニュー（ご家庭の皆様）」
（平成25年４月）より

エアコン
58%冷蔵庫

17%

その他 10%
待機電力 3％
温水洗浄便座 0.6％
パソコン0.4％
照明 6％
テレビ5％
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平成 25年度

ホームヘルパーを派遣し、日常生活上の援助を

行います。

1 食 390 円

の方で要介護認定の申請をしていない方

虚弱高齢者ホームヘルパー

日常生活用品のレンタル

コミュニティ・サポート

緊急時ショートステイ

配食サービス

生きがい活動支援通所

詳細については、

65歳以上で、要介護認定の申請をしていな

い方

利用料についてはお問い合わせください。

　　　　見するための居場所を知らせる機器を

貸し出します。

その他、要件があります。くわしくはお問い合

わせください。

転倒防止用金具

家具

家具転倒防止用金具

介護 も必要

高齢福祉課へお問い合わせください。

　　　　　　ます。一般アナログ回線の電話を

利用するシステムです。

工事費の

緊急通報システム

高齢者いきいき住宅改善助成

日常生活用具の給付

寝具乾燥消毒サービス 徘徊高齢者検索システム
は い か い

高齢者紙おむつ購入券支給
ねたきり高齢者等介護者慰労金

地域包括支援センター

　　　　　　　　　 で、要介護 3 以上の介護

認定を受けており、常時おむつを使用している

高齢者を介護している方

広報せき 2013.7.1
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国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

平成 25年度

ホームヘルパーを派遣し、日常生活上の援助を

行います。

1 食 390 円

の方で要介護認定の申請をしていない方

虚弱高齢者ホームヘルパー

日常生活用品のレンタル

コミュニティ・サポート

緊急時ショートステイ

配食サービス

生きがい活動支援通所

詳細については、

65歳以上で、要介護認定の申請をしていな

い方

利用料についてはお問い合わせください。

　　　　見するための居場所を知らせる機器を

貸し出します。

その他、要件があります。くわしくはお問い合

わせください。

転倒防止用金具

家具

家具転倒防止用金具

介護 も必要

高齢福祉課へお問い合わせください。

　　　　　　ます。一般アナログ回線の電話を

利用するシステムです。

工事費の

緊急通報システム

高齢者いきいき住宅改善助成

日常生活用具の給付

寝具乾燥消毒サービス 徘徊高齢者検索システム
は い か い

高齢者紙おむつ購入券支給
ねたきり高齢者等介護者慰労金

地域包括支援センター

　　　　　　　　　 で、要介護 3 以上の介護

認定を受けており、常時おむつを使用している

高齢者を介護している方

広報せき 2013.7.1

■
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、７
月
31
日（
水
）で
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
交
付

し
て
お
り
、保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
に

提
示
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。所
得
な
ど
に

よ
り
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
、８
月
１

日
以
降
有
効
の
も
の
を
７
月
末
日
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　

証
の
申
請

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
に
、申
請
の
た
め
の
案
内
を

７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。案
内
が
届
い
て

い
な
い
方
や
、今
ま
で
認
定
証
を
お
持
ち
で

な
か
っ
た
方
で
、入
院
の
予
定
が
あ
る
な
ど

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、認
定
証
の

交
付
日
は
申
請
月
の
１
日
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

　
証
」と
は

　

医
療
費
の
自
己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た

時
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、医
療

機
関
へ
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、70
歳
以
上

の
方
は
、低
所
得
の
方（
同
一
世
帯
の
世
帯

主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課

税
）の
み
交
付
で
き
ま
す
。

◆
照
会
先　

国
保
年
金
課（
☎
23
―
７
７

　

０
１　

23
―
７
７
３
９
）

　

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、全
額
ま
た
は
一
部（
４
分
の
１
免
除
、半

額
免
除
、４
分
の
３
免
除
）が
免
除
に
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
免
除
申
請
は
、申
請
者
本
人
、配

偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
の
対

象
に
な
り
ま
す
が
、退
職（
失
業
）時
の
免

除
申
請
は
、退
職
さ
れ
た
方
の
所
得
が
審

査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
年
金
な
ど
の
受
給
が
で
き
ま
す
。

◆
手
続
き　

失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
公
的
機
関
の
証
明（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
な
ど
）の
写
し
お
よ
び
年
金
手
帳

を
持
参
し
、年
金
事
務
所
ま
た
は
国
保
年

金
課
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先　

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所（
☎

　

０
５
７
４
―
25
―
８
１
８
１
）、国
保
年

　

金
課
年
金
係（
☎
23
―
６
７
２
４
）



◆照会先　高齢福祉課　☎23-7734

後期高齢者医療制度についてのお知らせ

●保険料のお支払いを年金から口座振替に変更できます

●平成25年度の保険料の軽減措置について

●平成25年度の保険料額が決定しました

　保険料は、口座振替でのお支払いに切り替えることができます。口座振替によるお支払いを希望される方は高齢福祉課
にお問い合わせください。

①均等割額の軽減
　世帯の所得に応じて、均等割額が軽減されます。（詳しくは、高齢福祉課にお問い合わせください。）
②所得割額の軽減
　所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方は、所得割額が一律5割軽減されます。
③被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が9割軽減されます。
　 ※被用者保険 … 協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・国民健康保険組合は含まれません。）

　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計となり、
平成25年度の保険料は平成24年中の所得を基に個人単位で計算されます。
　5月末までに岐阜県の後期高齢者医療制度の被保険者になられた方に対して、7月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定
通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　後期高齢者医療制度の保険証（後期高齢者医療被保険者証）は、関市に住所を有するすべての75歳以上の方と、65歳か
ら74歳の方で一定の障がいがあり、後期高齢者医療制度に加入された方に交付されます。
　現在の保険証の有効期限は平成25年7月31日となっていますので、8月1日からは7月中にお送りする新しい保険証をご使
用ください。
　新しい保険証は、現在のうすい緑色から、うすい紫色になります。

均等割額 所得割額

被保険者1人当たり
40,670円

被保険者の所得※ ×
所得割率  7.83％

12

氏　　　　名 広域　太郎

有   効   期   限 平成２5年７月３１日

○ 割一部負担金の
割　　　　合

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２5年７月３１日
住 所

氏 名
生 年 月 日
資格取得年月日
発 効 期 日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合
保 険 者 番 号
保 険 者 名

岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

広域　太郎　　　　　　性　別　男
昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日

　　　　　○ 割
　　○○○○○○○○
岐阜県後期高齢者医療広域連合

広報せき 2013.7.1

※所得＝総所得金額等－基礎控除額33万円

【保険料の決まり方】

平成25年度の保険料

被保険者番号 ○○○○○○○○ 被保険者番号 ○○○○○○○○

限度額55万円（年額）
100円未満切捨て

●保険証（被保険者証）を更新します

《７月３１日まで・うすい緑色》 《8月１日から・うすい紫色》

氏　　　　名 広域　太郎

有   効   期   限 平成２6年７月３１日

○ 割一部負担金の
割　　　　合

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２6年７月３１日
住 所

氏 名
生 年 月 日
資格取得年月日
発 効 期 日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合
保 険 者 番 号
保 険 者 名

岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

広域　太郎　　　　　　性　別　男
昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成 2 5 年  　8月  　1日

　　　　　○ 割
　　○○○○○○○○
岐阜県後期高齢者医療広域連合



◆照会先　商工課　☎23-6752

商工業者・勤労者に対する市の
補給・補助金制度を紹介します

13 広報せき 2013.7.1

関市小口融資の運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

市内に事業所があり、従業員が20人以下（商業・サービス業については5人以下）の法人または個人で、市内で1年
以上同一事業を営む方への資金融資

国内外での見本市出展に要する経費のうち、小間料の3分の1以内の額の補助金を交付する制度
平成25年4月以降の出展について、次のとおり拡充・変更しました。
●1回の出展見本市に対する補助金の限度額を
　国内で出展する見本市・・・5万円 → 10万円
　海外で出展する見本市・・・10万円 → 20万円
　に、それぞれ拡充しました。
●1年度内に1事業所に交付する補助金の限度額を、20万円から30万円に拡充しました。
●支払った小間料の額が3万円未満となる出展については、補助対象外としました。

関市外から市内へ立地した企業や市内企業の移設・増設について工場等の投資額が基準規模以上の場合、工場等
に係る固定資産税相当額を限度とした奨励金を交付する制度
平成25年4月以降、この制度について次のとおり拡充しました。
●対象業種を拡充しました。
●工場等設置奨励金の交付年度を、3年度間から5年度間へ拡充しました。

市内に居住し、かつ事業所に勤務し賃金、給料の支給を受けている方または従業員3人以下（家族従業員を除く）
の小規模事業を営んでいる方で、1年以上勤務している方への資金融資

市内で1年以上同一事業を営んでおり、金融機関等から設備資金のための融資を受けた中小企業の方への利子補給
　　　　　農業、林業、漁業、金融・保険業以外の業種を営んでいる方など（詳細については当課へ）
　　　　　経営合理化のための機械、営業車（乗用車には営業登録が必要）、備品の購入、設置及びこれらに伴う
　　　　　工場又は店舗の増築
　　　　　借入元金1,000万円以内（所得制限あり）で年利2％以内の利子1年分
　　　　　融資を受けた日から1年以内に当課へ

岐阜県中小企業資金融資の経営安定資金のうち、同和
地区小規模事業資金の運転資金、設備資金を借りた方
への保証料補給
　　　　　信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

前述以外の岐阜県中小企業資金融資の運転資金を借り
た方への保証料補給
　　　　　対象融資500万円までの信用保証料額のう
　　　　　ち信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

岐阜県中小企業資金融資のうち小規模企業資金の運転
資金を借りた方への保証料補給
　　　　　信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

岐阜県中小企業資金融資のうち、元気企業育成資金の
運転資金を借りた方への保証料補給
　　　　　対象融資1,000万円までの信用保証料額の
　　　　　うち信用保証料率の1％以内の額
　　　　　融資を受けた日から3カ月以内に当課へ

○信用保証料補給○

申 し 込 み
補 給 額

申 し 込 み
補 給 額

申 し 込 み
補 給 額

対 象 設 備
対 象 事 業

申 し 込 み
補 給 額

申 し 込 み

補 給 額

申 し 込 み

補 給 額

○小口融資○

○事業所従業者等生活資金融資○

このほか商工業関係では、次の奨励金・補助金制度について、拡充しました。

○中小企業設備資金利子補給○

補
給
制
度

融
資
制
度

企
業
立
地
促
進

奨
励
金
制
度

見
本
市
出
展
事
業

費
補
助
金
制
度
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運
動
の
始
ま

運
動
の
始
ま
りり

　
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ、
貧
困
を
原
因
の
一

つ
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
非
行
が、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た。
昭
和
　
年
24

7
月、
東
京
・
銀
座
商
店
街
の
延
べ
2
0
0
0

人
も
の
人
々
が
立
ち
上
が
り、「

不
幸
な
子

ど
も
達
を
救
い
ま
せ
う」

の
看
板
を
掲
げ、

犯
罪
予
防
と
少
年
保
護
を
訴
え
る「

銀
座

フ
ェ
ア」

を
開
催。
こ
の
市
民
運
動
が
き
っ

か
け
と
な
り、「

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動」

が
始
ま
り
ま
し
た。

　
地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
守

地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
守
るる

　
こ
こ
数
年、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事

件
が
相
次
ぎ、
ま
た、
い
じ
め、
不
登
校、
ひ

き
こ
も
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す。
一
方、
子
ど
も
た
ち
が
性

犯
罪
や
児
童
虐
待
な
ど、
悲
し
い
事
件
の
被

害
者
と
な
っ
て
し
ま
う、
何
と
も
や
り
き
れ

な
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
の
も
実
情
で
す。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪

か
ら
守
る
た
め
に
は、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て、
社
会
環
境
の
浄
化
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す。

　
地
域
社
会
が
更
生
を
助
け

地
域
社
会
が
更
生
を
助
け
るる

　
犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り、
地
域
の
一
員
と

し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す。
更

生
と
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
に
は、
本
人
の

強
い
意
志
と
と
も
に、
家
庭
や
職
場、
学
校、

地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
と
な

り
ま
す。
こ
の
理
解
と
協
力
は、
犯
罪
や
非

行
の
原
因、
背
景
に
対
す
る
認
識
を
深
め、

防
止
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す。

　

い
き
い
き

し
た

「

い
き
い
き」

し
た
 

明
る
い
地
域
社
会

　
　
　
　
明
る
い
地
域
社
会
をを

　「

い
き
い
き」

と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と

は、
だ
れ
も
が
持
つ
共
通
の
願
い
の
は
ず
で

す。
人
と
人、
心
と
心
が
触
れ
合
う
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
大
切
で
す。

 福祉政策課 緯２３―９３４
〈照会先〉福祉政策課 ☎２３―９０３２

第63回社会を明るくする運動 

 7月は「社会を明るくする運動」
強調月間です

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪
や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

相談員の皆さん  　　　　―敬称略―気
軽
に
ご
相
談
を

電 話住　 所氏 名
22― 3642下 有 知宮 本　  洪  純 

ひろ ずみ

22― 3485鋳物師屋伊 佐 地  金 
かね

 嗣 
つぐ

22― 2644小 瀬足 立　 　 勝

22― 8642仲 町塚 原　 孝 子

24― 1618中福野町木 戸　 道 子

　
犯
罪
や
非
行
予
防、
更
生
保
護
に
関
す
る
相
談
を
保
護
司
が
行っ
て
い
ま
す。
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
の
で、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い。（

来
訪
の
際
は、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い。）

47― 2638上 之 保酒 井　  啓  道 
けい どう

23― 0399東 仙 房亀 山　 静 子

0581―57―6733板 取長 屋　  長  久 
たけ ひさ

22― 0858東日吉町紀 藤　  昌 
しょう

 行 
こう

29― 0532小 野大 野　 恭 三

28― 3257小 屋 名亀 山　 良 平

49― 2048下 之 保國 光　 正 宏

24― 5443西 田 原平 田　 良 雄

49― 2911富 之 保長 尾　  嘉  市 
か いち

22― 6044鋳物師屋早 川　 弘 昭

22― 0992常 盤 町安 田　  好  良 
たか よし

28― 4164下 白 金森　 と き 枝

46― 3263武芸川町谷口吉 田　 正 道

22― 0563吉 田 町清 水　 善 光

22― 3617十 軒 町清 水　 宗 夫

22― 8282旭 ヶ 丘河 村  登志子

28― 2634上 白 金小 澤　 咲 枝

23― 2018豊 岡 町水 口　 　 勲

22― 3718下 有 知尾 口　 文 良

22― 6017朝 倉 町日 野　 安 晃

22― 9572春 日 町新 海　 正 美

22― 5904西 田 原川 村 守 雄

22― 4390肥 田 瀬遠 藤 兵 庫

46― 3006武芸川町平小 川  哲   秀 
のり ひで

22― 0350倉 知竹 山  玄  道 
げん どう

28― 3764山 　 田塚  原　眞 一 郎

22― 7818肥 田 瀬早   川　    誠   一

明るい社会
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時間 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 申し込み
締め切り日

関市保健
センター

9:30～
11:30 8月5日（月） 8月19日（月） 9月2日（月） 9月12日（木） 9月26日（木） 10月7日（月） 7月22日(月)

武芸川保健
センター

10:00～
12:00 8月2日（金） 8月16日（金） 8月30日（金） 9月13日（金） 10月4日（金） 10月11日（金） 7月19日（金）

武儀保健
センター

10:00～
12:00 10月9日（水） 10月22日（火） 11月5日（火） 11月19日（火） 12月3日（火） 12月17日（火） 9月25日（水）

洞戸保健
センター

9:30～
11:30 10月10日（木）10月24日（木） 11月8日（金） 11月21日（木） 12月6日（金） 12月19日（木） 9月26日（木）

広報せき 2013.7.1

●参加費　　無料
●対　象　　65歳～74歳の方
●定　員　　各会場20人（申し込み多数の場合は抽選。結果は後日連絡します。）
●申込・照会先

●日時・場所

関市保健センター
武芸川保健センター
武儀（上之保）保健センター
洞戸（板取）保健センター

☎24-0111
☎46-2899
☎40-0020
☎0581-58-2204

23-6757
46-1270
49-3189
0581-58-2202

『これから』をもっと楽
・
し
・
み
・
た
・
い
・
６
・
０
・
歳
・
・７

・
０
・
歳
・
代
・
のあなたへ

アップ教室脳 力
懐かしい歌の歌唱、レクリエーショ
ン、料理などを体験しながら、仲間と
一緒に『認知症』を予防する方法を
学ぶ教室です。

全６回コースの教室です。

照会先 氷見市企画政策課　 0766-74-8007

　昨年、大好評だった姉妹都市の皆さん

へのプレゼント進呈企画を今年もやりま

す！氷見市に宿泊された姉妹都市にお住

まいの方、先着 1,000 人に氷見市の特産

品をプレゼントします。関市民の皆さん、

この機会に氷見市に宿泊しませんか。天

からのプレゼント、パノラマのように広

がる日本海から昇る幻想的な朝日を見る

ことができるかもしれません。いつ氷見

に来るの？「今でしょ！」

姉妹都市だより 氷見市から

氷見市に来られ！

51

※プレゼントは「ひみ番屋街」内に

　ある「氷見市観光情報センター」

　でお渡しします。宿泊したことが

　分かる領収書と住所の分かるもの

　（免許証など）をお持ちください。
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　6 月2 日、中濃公設地方卸売市場で関市消防操法

大会が開催され、市内各地からポンプ車操法の部に

21 チーム126 人の選手が出場し、消防操法を競いま

した。また、選手の応援に家族や知人らも駆けつけ、

会場は熱気に包まれました。見事優勝を飾った武儀

方面隊第3 分団は、市の代表として8 月に開催され

る県大会に出場します。出場する選手や団員は上位

入賞を目指して、さらなる厳しい訓練を重ね、大会

に臨みます。

広報せき 2013.7.1

訓練の成果を発揮しました

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
る

本
町
の
「
と
ん
て
ん
館
」
に
、「
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
「
た
ま
り
場
づ
く
り
」
事
業
と
し
て
、
関

市
が
補
助
金
を
出
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で

す
。
囲
碁
や
将
棋
、
卓
球
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
し
、
電
位
治
療
器
の
ヘ
ル
ス
ト
ロ

ン
も
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
関
市
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
笑
顔
で

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
地
域
で
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
友
達
と
話
が
で
き
る
「
た
ま
り

場
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街

の
に
ぎ
わ
い
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
始
め

た
事
業
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
利
用

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
「
高
齢
者
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
入
浴
助
成
券
」
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

市
有
３
箇
所
（
板
取
・
武
芸
川
・
上
之
保
）
の

温
泉
と
、
民
間
の
「
マ
ー
ゴ
の
湯
」
の
計
４
施

設
が
、
２
０
０
円
引
き
で
利
用
で
き
ま
す
。

市
役
所
高
齢
福
祉
課
も
し
く
は
地
域
事
務
所

の
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
月
１
枚
の
割
り
当
て

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
事
業
で
す
が
、
ま
だ
こ

う
い
っ
た
事
業
が
あ
る
こ
と
自
体
を
ご
存
じ

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
ゆ
っ
た
り
と
お
風
呂

に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
こ
う
と
始
め
た
事
業
で
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
利
用
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
た
ま
り
場
づ
く
り

vol.4

5月16日〜6月15日にあった

市内の話題を中心にご紹介します。

とんてん館「にこにこサロン」開設
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　洞戸小学校では地元特産品のキウイについて、総合学

習の時間を利用して学んでいます。キウイの花が開花す

るこの時期には授粉作業が行われ、5 月27 日、3 年生17

人が学校近くの果樹園で作業を体験しました。洞戸長寿

会のメンバーやＪＡめぐみの職員から指導を受けなが

ら、児童たちは雄花から集めた花粉を、授粉器を使って

雌花に丁寧に吹き付けていきました。11 月には、待望の

キウイの実を収穫し味わう予定です。

　市は、昨年の国体の開催を機に、市民一人ひとりにス

ポーツの実践を広め、体力・健康づくりを呼びかけてい

ます。5 月26 日、中池陸上競技場を拠点に「第2 回関市

民スポーツ大会」が開かれ、市民約3,000 人が24 競技に

参加して、さわやかな汗を流しました。特に「ウオーキ

ング」は誰もが気軽にできる軽スポーツで、子どもから

高齢者までにも人気が高く、季節の風の香りと新緑を愛

でながら、中池周辺4キロを歩きました。

　6 月12 日、富岡保育園で恒例のマスつかみどり体験

が行われました。この日を楽しみにしていた園児たち

は、プールを泳ぎまわるマスを見て興味津々。先生の合

図とともに、一斉にはしゃぎながら、素早く逃げ回るマ

スを追いかけました。見事つかまえたマスを誇らしげに

見せる子、動く魚を恐る恐る握りしめる子などさまざま

でしたが、つかまえたマスの調理も手伝い、お昼に皆で

おいしくいただきました。

　岐阜県百年公園（小屋名）で「菖蒲まつり」が開かれ

ました。中濃地域最大規模の約3,000 ㎡の菖蒲園に100

種類、2 万株の花菖蒲が鮮やかに咲き誇り、来園者の目

を楽しませました。まつりには、地元中高生のお手前に

よる抹茶の野点コーナーや花菖蒲の即売会、太鼓やご当

地キャラのステージショーなどの楽しい催しもあり、家

族連れの参加者などの多くが、緑豊かな園内で、心も身

体もリフレッシュしていました。

　今秋、全戸配布を予定している「関市くらしのガイド

ブック」の作成について、5 月30 日、住宅地図メーカー

「ゼンリン」と協働発行に関する協定を結びました。企業

広告料により制作費をまかなうことで、市はゼロ予算で

発行することができます。ガイドブックには市役所での

手続き方法をはじめ、市内のさまざまな生活情報が地図

とともに掲載され、市民の皆さんにとって頼りになる１

冊となることが期待されます。

広報せき 2013.7.1

秋の収穫を楽しみに

市民スポーツ大会さわやかに

プールでマスをつかみどり

菖蒲園一帯が華やかに

便利な情報冊子つくります
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お
は
よ
う
体
操
会

　

夏
の
朝
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
さ
わ
や
か
な
一

日
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
１
日（
月
）～
８
月
31
日（
土
）

▽
受
付
＝
午
前
６
時
15
分　

▽
体
操
＝

午
前
６
時
30
分
か
ら

■
場
所　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場
管
理
棟
西

側
駐
車
場

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

お
は
よ
う
体
操
会
・
岡
田
峰
明

（
☎
22
―
０
１
７
９
）
ま
た
は
安
藤
孝
雄

（
☎
22
―
８
７
３
２
）

第
2
回
関
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

関
市
児
童
水
泳
記
録
会

中
濃
地
区
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会

中
濃
地
区
水
泳
選
手
権
大
会

■
日
時　

８
月
４
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
開

場　

▽
午
前
９
時
開
会
式　

▽
午
後
３

時
30
分
終
了
予
定　

※
小
雨
決
行

■
場
所　

中
池
市
民
プ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

▽
小
・
中
学
生
＝
各
学
校
へ

▽
高
校
生
・
一
般
＝
関
市
水
泳
協
会
へ

■
申
込
期
限　

7
月
19
日
（
金
）
必
着

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
水
泳
協
会
・
栗
山

守
（
平
日
☎

23
―
７
７
７
３　

土
日
・

夜
間
☎
24
―
０
７
６
７
）

「
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」

性
暴
力
被
害
者
の
声
が
き
こ
え

て
い
ま
す
か

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ　

ら
い
ぶ　

～
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
～

■
日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
０
時
30
分

開
場
、
午
後
１
時
開
演

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
音
楽
室
」

■
定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
方
法　

７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
フ
ァ

ク
ス
（

25
―
１
４
８
９
）
ま
た
は
、
は

が
き
（
〒
５
０
１
―
３
２
９
９　

関
郵

便
局
留　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
手
を
つ
な
ぐ
女

た
ち
の
会
）
ま
た
は
メ
ー
ル

info
＠

tetsunagu.net

■
そ
の
他　

託
児
あ
り　

※
希
望
者
は
、
７

月
３
日
（
水
）
ま
で
に
連
絡

■
照
会
先　

手
を
つ
な
ぐ
女
た
ち
の
会
（
☎

０
９
０
―
２
１
８
１
―
１
４
８
９
）

　

す
く
す
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

関
市
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
子
ど
も
の
衣
類

や
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

ア
ピ
セ
・
関
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
入
場
料　

無
料

■
持
ち
物　

マ
イ
バ
ッ
グ
、
靴
入
れ
用
の
袋

（
会
場
内
は
土
足
禁
止
）、
小
銭

■
そ
の
他　

会
場
に
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

■
照
会
先　

わ
か
く
さ
児
童
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
―
７
７
７
４
）

音
楽
＆
ホ
タ
ル
観
賞
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生
活
共
生
会
と
関
ホ
タ

ル
の
会
の
共
催
で
、
マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
に
よ

る
ホ
タ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分

～
９
時
30
分　

※
雨
天
決
行

■
場
所　

武
芸
川
町
谷
口
寺
尾
地
区
・
中
河

原
公
園
（
喫
茶
花
の
木
裏
）

　

※
雨
天
時
＝
寺
尾
公
民
館

　

※
駐
車
場
＝
寺
尾
小
学
校

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生
活
共
生

会
・
井
上
（
☎
０
９
０
―
６
０
９
９
―

５
４
１
２
）、
関
ホ
タ
ル
の
会
・
平
田
（
☎

０
９
０
―
７
３
０
５
―
６
９
１
１
）

広報せき 2013.7.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時〜午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を
　　　　　支援する会

（本町商店街事務局内　☎24-8212）

彩日本画色紙展

二村智作陶展と「こぶし絵手紙」展

パレットの会

新作能面展

墨游会関支部展

7月2日（火）〜7月7日（日）

7月16日（火）〜7月21日（日）

7月30日（火）〜8月4日（日）

7月9日（火）〜7月14日（日）

7月23日（火）〜7月28日（日）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7777

7月2日(火）〜7月9日(火)
長良川鉄道写真展

2013 墨の芸術展

関商工エコランプロジェクト

7月10日(水）〜7月17日(水)

7月19日(金）〜7月26日(金)
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わ
く
わ
く
発
明
工
作
教
室

～
風
力
発
電
を
作
っ
て
オ
ル
ゴ

ー
ル
を
鳴
ら
そ
う
！
～

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
、
風
力
発
電
装
置
を
作
り
ま
す
。
発
電

し
た
電
気
で
Ｉ
Ｃ
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
、

そ
の
し
く
み
を
学
習
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

～
正
午

■
場
所　

中
池
自
然
の
家
・
ク
ラ
フ
ト
室

■
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）
※
５
年
生
以
上
は
子
ど
も
の
み
の
参

加
も
可

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
講
師　

佐
伯
平
二
さ
ん
（
愛
知
工
業
大
学

客
員
教
授
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
３
日
（
水
）
か
ら

発
明
協
会
関
支
会
事
務
局
（
商
工
課
内
☎

23
―
６
７
５
２　

23
―
７
７
４
１
）

関
市
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
No 
．６

夏
を
満
喫
！
農
園
婚
活
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー

　

関
市
結
婚
相
談
所
で
は
、
婚
活
中
の
あ
な

た
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。
今
回
は
、
農

園
内
に
あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
会
場

に
、
開
放
的
な
空
間
で
ス
テ
キ
な
出
会
い
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
（
予
定
）　

※
受
付
＝
午
前

10
時
～

■
場
所　

ふ
る
里
農
園
美
の
関

■
対
象　

25
～
39
歳
の
独
身
男
女

※
た
だ
し
、
男
性
は
関
市
結
婚
相
談
所
登
録

者
ま
た
は
市
内
在
住
、
在
勤
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
に
限
る
。

■
定
員　

男
女
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

男
性
４
０
０
０
円
、
女
性
３
０

０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
２
日
（
火
）
～
31

日
（
水
）
に
電
話
で
中
央
公
民
館
（
☎
23

―
７
７
７
６
）

企
画
展
示
「
小
瀬
の
鵜
飼

　
　

―
楽
し
み
方
入
門
―
」

　

小
瀬
鵜
飼
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
企

画
展
で
す
。
併
せ
て
、
昨
年
度
の
調
査
で
新

た
に
発
見
さ
れ
た
鵜
飼
用
具
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
27
日（
土
）～
９
月
１
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
休
館
日
＝
月

曜
日

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
１
階
・
特
別
陳
列
室
」
※
入
館
無
料

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
３
１
３
）

関
商
工
高
等
学
校

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

　

本
校
は
今
年
で
創
立
70
周
年
。
教
育
内
容

や
生
徒
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
発
信

や
生
涯
学
習
の
場
所
と
し
て
、
関
商
工
高
等

学
校
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
し
ま

す
。

■
開
校
日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

■
内
容　

生
徒
作
品
の
展
示
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
掲
示
。
商
業
・
工
業
科

生
徒
に
よ
る
講
座
や
催
し
な
ど
。

■
照
会
先　

関
商
工
高
等
学
校
（
☎
22
―
４

２
２
１
）

長
良
川
鉄
道
だ
よ
り

イ
ベ
ン
ト
列
車
情
報

【
真
夏
の
神
秘
体
験　

大
滝
鍾
乳
洞
探
検
号
】

■
開
催
日　

８
月
21
日
（
水
）・
27
日
（
火
）・

29
日
（
木
）

■
募
集
人
数　

各
日
33
人
（
最
少
催
行
人
数

20
人
）

■
参
加
費　

大
人
３
２
０
０
円
、
小
人
１
８

５
０
円
（
往
復
運
賃
と
鍾
乳
洞
入
場
料
、

選
べ
る
プ
ラ
ン
料
含
む
）

■
行
程　

美
濃
太
田（10:30

）→
関（10:57

）

→
郡
上
八
幡
（12:00

）
…
バ
ス
…
大
滝

鍾
乳
洞
探
検
（12:30

～14:20

）

　

選
べ
る
プ
ラ
ン　

　

▽
流
し
そ
う
め
ん
30
分
間
食
べ
放
題

　

▽
マ
ス
つ
か
み
取
り
＆
塩
焼
き

　

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
…
バ
ス
…
郡
上
八
幡

（14:45

着
）

※
郡
上
八
幡
駅
到
着
後
は
、
自
由
行
動
。

※
帰
り
は
好
き
な
定
期
列
車
に
ご
乗
車
く
だ

さ
い
。（14:52

発
、15:57

発
な
ど
６
便
）

■
申
込
先　

長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

7月23日（火）午後7時〜8時の部
　　　　　   午後8時〜9時の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
7月2日（火）〜20日（土）の
午前8時30分〜午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

7月4日（木）・18日（木）午後7時〜9時
※登録料が必要

7月27日（土）午後1時30分〜4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.7.1
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第
59
回
関
市
職
域
野
球
大
会

■
開
会
日　

８
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
所　

関
市
民
球
場
ほ
か

■
代
表
者
会
議　

８
月
2
日
（
金
）
午
後
７

時
～　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体

育
館
・
２
―
１
会
議
室
」

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
28
日
（
日
）
ま
で

に
職
域
野
球
連
盟
事
務
局
（
や
よ
い
ス

ポ
ー
ツ
内
☎
22
―
１
６
０
１
）

関
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

政
策
提
案
発
表
会

　

市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
30
人
が
、
市
民
の

目
線
で
課
題
を
見
つ
け
、
話
し
合
い
な
が
ら

考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
３
階
・
会
議
室
」

■
テ
ー
マ　

▽
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い

関
市
に　

▽
親
と
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足　

▽
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
を
考
え
る

■
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

７
７
７
２　

24
―
７
６
６
０
）

お
や
こ
食
育
教
室

　

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
料
理
を
作
り

な
が
ら
、食
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
内
容　

食
育
の
話
と
調
理
実
習

■
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
場
所
・
申
込
先　

７
月
19
日
（
金
）
ま
で

に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
０
１

１
１　

23
―
６
７
５
７
）

が
ん
検
診
Ｐ
Ｒ
講
演
会

「
笑
い
と
健
康
」
林
家
木
久
扇
氏

　

が
ん
は
、
昭
和
56
年
よ
り
日
本
人
の
死
因

第
１
位
で
、
現
在
で
は
、
年
間
34
万
人
以
上

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯

の
う
ち
に
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
は
、
男
性

２
人
に
１
人
、
女
性
３
人
に
１
人
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、「
が
ん
患
者
を
含
め
た

国
民
が
、
が
ん
を
知
り
、
が
ん
と
向
き
合
い
、

が
ん
に
負
け
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現

を
目
標
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

武
儀
医
師
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
検

診
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
笑

い
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
健
康
を
維
持
す

る
た
め
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
15
日
（
月
・
祝
）
午
後
６
時

～
７
時
30
分　

開
始
30
分
前
開
場

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
定
員　

１
０
０
０
人

※
入
場
整
理
券
が
必
要
。
事
前
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

武
儀
医
師
会
（
☎
23
―
１
７
０

７
）

な
る
ほ
ど
！　

健
康
講
演
会

【
ロ
コ
モ
予
防
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
！
】

　

ロ
コ
モ
と
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
略
称
で
「
骨
や
関
節
な
ど
の
運
動

器
が
衰
え
、
介
護
が
必
要
な
危
険
な
状
態
」

の
こ
と
で
す
。
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど
が
あ
り
、

体
を
動
か
し
に
く
い
場
合
も
ロ
コ
モ
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　

運
動
指
導
士
よ
り
、
自
宅
で
で
き
る
体
操

を
学
び
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

▽
７
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▽
８
月
６
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

※
同
じ
内
容
の
講
演
会
を
２
回
実
施
し
ま
す
。

原
則
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
２
階
・
リ
ハ
ビ
リ
室
」

■
講
師　

早
兼
時
男
さ
ん
（
運
動
指
導
士
）

■
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.7.1
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高
齢
者
技
能
講
習

【
ふ
す
ま
・
障
子
貼
り
講
座
】

▽
期
日　

７
月
22
日
（
月
）
～
25
日
（
木
）

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
期
限　

７
月
８
日
（
月
）
ま
で

【
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
）】

▽
期
日　

９
月
３
日
（
火
）
～
６
日
（
金
）・

９
日
（
月
）
～
12
日
（
木
）
の
８
日
間

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
期
限　

８
月
20
日
（
火
）
ま
で

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

高
齢
福
祉
課
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
関
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
５
０
０
―
８
１
４
５

岐
阜
市
雲
井
町
３
―
12　

０
５
８
―

２
４
８
―
９
７
３
０
）
ま
で

■
照
会
先　

同
連
合
会
（
☎
０
５
８
―
２
４

９
―
０
２
２
８
）
ま
た
は
関
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
５
６
６
６
）

親
子
水
泳
教
室

■
日
時　

７
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）・

30
日
（
火
）・
31
日
（
水
）、８
月
１
日
（
木
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
全
５
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
温
水
プ
ー
ル
」

■
対
象　

10
メ
ー
ト
ル
程
度
が
泳
げ
な
い
市

内
の
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

※
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

親
子
16
組
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
入
場
料

は
別
途
必
要
）

※
申
込
期
間
内
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
で

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

７
月
3
日
（
水
）
～
14
日
（
日
）

に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
―
７
７
６
６
）

※
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

水
中
運
動
教
室

　

関
節
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中
で
、
効
果

的
に
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

■
日
時　

７
月
25
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分

～
８
時
30
分

■
場
所　

武
芸
川
健
康
プ
ー
ル

■
内
容　

簡
単
な
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ア

ク
ア
ビ
ク
ス

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）　

■
参
加
費　

プ
ー
ル
利
用
料
と
し
て　

▽
65

歳
未
満
の
方
＝
４
０
０
円　

▽
65
歳
以

上
の
方
＝
１
０
０
円

■
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
水
着
・
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は
無
料
で
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
８
９
９
）

障
が
い
者
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
教
室

　

デ
ィ
ス
ク
の
握
り
方
、
投
げ
方
を
学
ん
だ

後
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
～
11

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
」

■
対
象　

初
心
者
で
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

の
あ
る
７
歳
以
上
の
方

■
定
員　

50
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
屋
内
用

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

■
申
込
・
照
会
先　

８
月
９
日
（
金
）
ま
で

に
福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
３
４
９　

23
―
７
７
４
８
）

中
濃
消
防
組
合
消
防
吏
員

■
募
集
人
数　

消
防
吏
員
（
若
干
名
）

■
受
験
資
格　

男
女
を
問
わ
ず
、
昭
和
63
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等

の
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
来
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

■
試
験
日　

▽
第
１
次
＝
９
月
22
日
（
日
）

　

▽
第
２
次
＝
９
月
25
日
（
水
）　

▽
第
３

次
＝
未
定

■
試
験
内
容　

▽
第
１
次
＝
教
養
試
験
、
事

務
適
正
検
査　

▽
第
２
次
＝
体
力
試
験

▽
第
３
次
＝
口
述
試
験
（
面
接
）

■
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
～
８
月
２

日
（
金
）

■
申
込
方
法　

所
定
の
受
験
申
込
書
に
記
入

し
、
中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

へ
提
出
。
申
込
書
の
返
信
用
は
が
き
に

必
ず
50
円
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
同
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
☎
23
―
９
０
９
０
）

「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」
文
芸
作
品

　

９
月
21
日
（
土
）
に
関
市
役
所
市
民
広
場

で
開
催
す
る
第
17
回
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

の
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門
・
課
題　

▽
短
歌
＝
秋
季
雑

詠
１
首　

▽
俳
句
＝
秋
季
雑
詠
２
句　

▽
川
柳
＝
秋
季
雑
詠
２
句　

▽
俚り
よ
う謡
＝

秋
季
雑
詠
２
章　

▽
狂
俳
＝
「
虫
の
夜
」

「
化
粧
」「
明
る
い
」「
雄
大
」
１
題
１
句
・

４
句
１
組

■
応
募
方
法　

８
月
20
日
（
火
）
必
着
で
、

は
が
き
裏
に
部
門
（
朱
書
き
）
と
作
品
、

表
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
文
化
課
内
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

係
（
〒
５
０
１
―
３
２
３
２　

関
市
桜

本
町
２
―
30
―
１
）
へ
送
付

■
そ
の
他　

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
種
目
と

し
ま
す
。
雅
号
使
用
の
場
合
は
、
本
名

も
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。
入
選
作
品
は
、

当
日
会
場
で
発
表
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.7.1
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い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
参
加
団
体

　

学
び
の
グ
ル
ー
プ
が
企
画
・
運
営
す
る

「
第
21
回
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
」
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
誰

も
が
参
加
で
き
、
い
き
い
き
と
発
表
し
、
体

験
で
き
る
フ
ェ
ス
タ
で
す
。
自
分
た
ち
の
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
、仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　

11
月
24
日
（
日
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

■
参
加
条
件　

▽
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
代
表

者
会
、
前
日
準
備
、
当
日
に
参
加
で
き

る
団
体　

▽
３
人
以
上
で
参
加
で
き
る

団
体　

▽
営
利
目
的
で
な
い　

な
ど

■
申
込
方
法　

７
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
）
へ
申
し
込
み
。
申

込
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
昨
年
の
参
加
団
体
に
は
、
事
務
局
か
ら
申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

６　

23
―
７
７
７
８
）

市
営
住
宅
入
居
者
定
期

中
之
保
柳
瀬

松

ケ

洞

岩　
　
　

下

東
山
3
丁
目 

住
宅
名

4
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 

2
，7
0
0
円
～

1 

0
，9
0
0
円
～

1 

4
，6
0
0
円
～

1 

9
，8
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 1 3 1 戸
数

■
収
入
基
準　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８

０
０
０
円
以
下　

▽
高
齢
者
お
よ
び
障

が
い
者
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円

以
下　

▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

子
ど
も
の
い
る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０

０
０
円
以
下　

た
だ
し
、
過
疎
地
域
に

存
ず
る
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
場
合
＝

月
額
25
万
９
０
０
０
円
以
下

■
入
居
資
格　

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

の
あ
る
方　

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方　

▽
収
入
基
準
以
内
の
方　

▽
「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

■
入
居
予
定
日　

９
月
１
日
（
日
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１
）
ま
た
は
募
集
住
宅
が
所
在
す
る
地

域
事
務
所

市
営
住
宅
入
居
者
随
時

【
公
営
住
宅
分
】

上
之
保
第
2
先
谷

上
之
保
先
谷

富
之
保
岩
山
崎 

住
宅
名

1
D
K

2
L
D
K

4
D
K

3
L
D
K

間
取

    

7
，2
0
0
円
～

1 

2
，3
0
0
円
～

1 

0
，2
0
0
円
～

1 

3
，6
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 1 1 1 戸
数

■
収
入
基
準　

市
営
住
宅
入
居
者
定
期
参
照

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
分
】

洞
戸
高
見

住
宅
名

4
D
K
間
取

3 

0
，0
0
0
円
～

月
額
家
賃

2 戸
数

■
収
入
基
準　

月
額
19
万
円
以
上
42
万
７
０

０
０
円
以
下

■
入
居
資
格　

市
営
住
宅
入
居
者
定
期
参
照

■
申
込
期
間　

７
月
１
日
（
月
） 

～
平
成
26

年
３
月
31
日
（
月
）

■
入
居
予
定
日　

随
時

■
選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し
た

順
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
８
１
２

１
）

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し

く
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
、
募
集
住

宅
が
所
在
す
る
地
域
事
務
所
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

受
講
者

■
種
目　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
医
療
事
務

■
対
象　

母
子
家
庭
の
母
親
な
ど
（
父
子
家

庭
の
父
親
を
含
む
）

■
定
員　

県
内
で
35
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
。
そ
の
後
、
面

接
あ
り
）

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
本
人
負
担
）

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
月
）～
18
日（
木
）

■
申
込
・
照
会
先　

児
童
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
―
２
２
９
６　

23
―
７
７
６

７
）

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー

　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
の
減
量
大
作
戦
で
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
材
料
費　

無
料
（
環
境
ネ
ッ
ト
で
負
担
）

■
募
集
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
15

日
（
月
・
祝
）

■
申
込
・
照
会
先　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
・
広

瀬
（
☎
０
８
０
―
５
１
２
０
―
２
１
０

３
）
ま
た
は
、福
田
（
☎
29
―
０
０
５
７
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.7.1
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防
衛
大
学
校
学
生
お
よ
び
自
衛
官

■
個
別
説
明
会

▽
日
時　

７
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

ア
ピ
セ
・
関

■
照
会
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

（
☎
０
５
７
４
―
25
―
７
４
９
５
）

関
市
甲
冑
制
作
同
好
会
会
員

　

戦
国
時
代
の
武
将
が
着
用
し
た
本
物
の
甲

冑
や
衣
装
を
作
っ
て
み
た
い
方
、
も
の
づ
く

り
に
関
心
が
あ
り
制
作
意
欲
の
あ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
完
成
後
は
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
目
指
し
ま
す
。

■
活
動
日
時　

毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
～

９
時
（
２
年
ほ
ど
で
完
成
予
定
）

※
初
回
は
、
８
月
６
日
（
火
）

■
活
動
場
所　

田
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
活
動
内
容　

着
用
甲
冑
一
そ
ろ
え
（
兜
、

咽
喉
輪
、
銅
、
袖
、
草
摺
な
ど
）
の
制
作

■
募
集
人
数
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
会
費　

月
額
５
０
０
円
（
鉄
板
、
布
、
紐

な
ど
別
途
材
料
費
が
必
要
）

■
申
込
先　

７
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

に
田
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

４
８
４
８　

22
―
１
６
０
０
）

■
照
会
先　

同
会
・
高
木
（
☎
０
９
０
―
６

０
９
５
―
８
６
１
４
）

登
記
相
談
会

■
日
時　

７
月
10
日（
水
）、８
月
14
日（
水
）、

９
月
11
日
（
水
）
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
・
ア
ト
リ
ウ
ム
相
談
室

■
内
容　

相
続
登
記
、
抵
当
権
抹
消
な
ど
の

登
記
相
談

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
総
務
課
（
☎

０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

目
に
関
す
る
相
談
会

　

目
に
つ
い
て
心
配
な
乳
幼
児
・
児
童
生
徒

お
よ
び
成
人
の
方
の
学
習
や
生
活
支
援
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

７
月
29
日
（
月
）
午
後
０
時
30
分

～
午
後
４
時
（
受
付
＝
正
午
～
）

■
場
所　

市
役
所
６
階
・
６
―
２
会
議
室

■
相
談
担
当
者　

岐
阜
盲
学
校
・
見
え
方
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
23
―
７
７
１
９
）

※
当
日
、
視
覚
障
が
い
支
援
グ
ッ
ズ
の
展
示

を
し
ま
す
。

校
区
外
へ
の
就
学

　

災
害
か
ら
の
避
難
で
、
住
民
票
を
異
動
せ

ず
関
市
に
お
住
ま
い
の
場
合
な
ど
、
住
民
登

録
地
の
校
区
外
の
小
中
学
校
へ
通
学
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
は
、
市
教
育
委
員
会
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先
　
学
校
教
育
課
（
☎
23
―
８
１
２

５　

23
―
７
７
４
７
）

外
国
籍
の
子
ど
も
の
就
学

　

小
中
学
生
の
年
な
ら
、
外
国
人
で
も
日
本

の
小
中
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通

わ
せ
た
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
８
１
２

５　

23
―
７
７
４
７
）

募集種目 応募資格（※） 受付期間 1次試験日
航空学生

（パイロット養成）
高卒 ( 見込含む )

21 歳未満 8 月 1 日～
9 月 6 日

9 月 21 日

一般曹候補生
18 歳以上
27 歳未満

9 月 16 ～ 17 日
のうち 1 日

自衛官候補生 ( 男子 ) 随時受付 受付時に通知

自衛官候補生 ( 女子 ) 8 月 1 日～
9 月 6 日

9 月 22 ～ 26 日
のうち 1 日

防衛大学校学生

高卒 ( 見込含む )
21 歳未満

9 月 5 日
～ 9 月 30 日

11 月 9 日・10 日
防衛医科大学校

医学科学生 11 月 2 日・3 日

防衛医科大学校
看護学科学生 10 月 19 日

※年齢は平成 26 年 4 月 1 日現在

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.7.1
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多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て

い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

中
濃
総
合
庁
舎

■
相
談
方
法　

面
接
相
談
（
要
予
約
・
前
日

受
付
締
め
切
り
）

■
申
込
・
照
会
先　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
０
３
）

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
開
始
し
ま
す

■
対
象　

関
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
①

　

ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
23
歳
以
上
（
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
生

　

ま
れ
）
の
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て

　

い
る
女
性

②
妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

※
た
だ
し
、
①
②
と
も
に
風
し
ん
に
か
か
っ

　

た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

歴
が
あ
る
方
お
よ
び
妊
婦
健
診
で
風
し
ん

　

の
抗
体
が
十
分
に
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
妊

　

婦
の
配
偶
者
は
対
象
外
。

■
助
成
金
額　

上
限
８
０
０
０
円

■
助
成
期
間　

７
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

　

31
日

■
接
種
方
法　

接
種
を
希
望
の
方
は
、
指
定

　

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
次
の
も
の
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
医
療
機
関
は
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

電
話
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
関
市
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

▽
母
子
健
康
手
帳
な
ど
妊
娠
し
て
い
る
こ
と

　

が
わ
か
る
も
の
（
対
象
者
②
の
方
の
み
）

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

　

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

■
期
間　

７
月
11
日（
木
）～
７
月
20
日（
土
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で　

夏

の
交
通
事
故
防
止
」

　

夏
場
を
迎
え
、
暑
さ
な
ど
に
よ
る
過
労
運

転
や
無
謀
運
転
、
レ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
長
距
離

運
転
な
ど
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】　

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
夏
場
は
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。
自
動
車
で
飲
食
店
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行
く
場
合
に
は
、
お
酒
を
飲

ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、

仲
間
を
自
宅
ま
で
送
る
か
、
代
行
運
転
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
だ
れ
に
で
も
　

交
通
安
全
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
】

　

家
庭
・
地
域
の
中
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
い
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

ま
ち
で
見
か
け
た
ら
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か

け
て
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

総
合
防
災
訓
練
に
ご
参
加
を

■
日
時　

10
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

■
場
所　

市
内
全
域　

▽
主
会
場
＝
板
取
地

区
（
板
取
運
動
公
園
・
板
取
中
学
校
）

■
内
容　

市
内
全
域
で
の
避
難
訓
練
、
主
会

場
で
の
各
種
参
加
・
体
験
型
訓
練

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

外
国
人
住
民
「
住
基
ネ
ッ
ト
・

住
基
カ
ー
ド
」
の
運
用
開
始

　

平
成
25
年
７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住
民
の

方
も
「
住
基
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま

す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
外
国
人
住
民
の
方
の
住
民

票
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
、
７
月
８

日
以
降
に
、
そ
の
住
民
票
コ
ー
ド
が
本
人
へ

通
知
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
で「
住

基
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
外

国
人
住
民
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
制
度
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.htm
l

■
照
会
先　

市
民
課
（
☎
23
―
７
７
０
０　

 

21
―
０
４
７
９
）
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む
し
歯
の
な
い
子
の
表
彰

■
対
象　

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
む
し
歯
の
な
い

子
ま
た
は
む
し
歯
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
子

■
選
出
方
法　

表
の
歯
科
健
診
を
受
診
し
た

子
の
中
か
ら
選
出
し
ま
す
。
受
診
し
な
か

っ
た
子
は
表
彰
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
の
締

め
切
り
は
健
診
日
の
前
日
ま
で
で
す
。（
日

曜
日
の
健
診
に
つ
い
て
は
金
曜
日
ま
で
）

■
予
約
先　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　

11
月
10
日
（
日
）
の
表
彰
式
で

賞
状
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
歯
科
健
診
日
程
表

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
る
方
へ

　

現
在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
積
極
的
に
は
お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
有
効
性
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
た
上
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

　

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
追
加

　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育
館
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ト

ー
ソ
＆
ツ
イ
ス
ト
（
側
腹
部
を
鍛
え
る
マ
シ

ン
、
写
真
右
）、
ス
テ
ア
ク
ラ
イ
マ
ー
（
有

酸
素
運
動
・
下
肢
部
を
鍛
え
る
マ
シ
ン
、
写

真
左
）
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
総
合
体
育
館
（
☎
23
―
８

８
２
２
）

平
成
26
年
関
市
成
人
式

　

平
成
26
年
関
市
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

■
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
関
会
場
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
す
る
予
定
で
す
。
実
行
委
員

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
７
７
７

６　

23
―
７
７
７
８
）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
終
日

停
止

　

法
令
等
に
基
づ
き
、
認
証
局
秘
密
鍵
更
新

作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り
電
子
証
明
書
発

行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

▽
市
町
村
窓
口
に
お
け
る
電
子
証
明
書
発

行
・
失
効
業
務
の
停
止

【
停
止
期
間
】
７
月
29
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

終
日 

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
に
お
け
る
電
子
証
明
書

有
効
性
確
認
・
失
効
申
請
の
停
止 

【
停
止
期
間
】
７
月
26
日
（
金
）
～
30
日
（
火
）

終
日 

■
照
会
先　

市
民
課
（
☎
23
―
７
７
０
０　

21
―
０
４
７
９
）

場所 受付日時 生年月日

関市保健センター 
 ☎ 24-0111

7 月 23 日（火）
13:15~14:00

平成 21 年 4 月 2 日 ~
平成 21 年 9 月 30 日

8 月 09 日（金）
13:15~14:00

平成 21 年 10 月 ~
平成 22 年 4 月 1 日

8 月 18 日（日）
10:00~10:45

対象の日に
都合の悪い方

洞戸保健センター
☎ 0581-58-2204

8 月 21 日（水）
13:30~13:45

平成 21 年 4 月 2 日 ~
平成 22 年 4 月 1 日

武芸川保健
センター

☎ 46-2899

7 月 16 日（火）
14:00~14:10

平成 21 年 4 月 2 日 ~
平成 21 年 9 月 30 日

9 月 17 日（火）
14:00~14:10

平成 21 年 10 月 ~
平成 22 年 4 月 1 日

武儀保健センター
☎ 40-0020

8 月 06 日（火）
13:15~13:30

平成 21 年 4 月 2 日 ~
平成 22 年 4 月 1 日

地域 時間 会場

関 午後 1 時から式典 関市文化会館

洞戸 午前 11 時から式典 洞戸生涯学習センター

板取 午前 10 時から式典 板取事務所

武芸川 正午から式典 武芸川生涯学習センター

武儀 午前 11 時から式典 武儀生涯学習センター

上之保 午前 10 時から式典 上之保生涯学習センター
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Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
、
貸
し
出
し

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
5
台
購
入
し
ま
し
た
。

　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育
館
」
に

あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
総
合
体
育
館
（
☎
23
―
８

　

８
２
２
）

ふ
る
さ
と
道
路
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
み
ち
サ
ポ
事
業
）

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
の
環
境
を
良
く
す
る

た
め
、
市
と
地
域
が
協
働
し
て
道
路
や
公
園

の
修
繕
、
草
刈
り
な
ど
を
行
う
勤
労
奉
仕
の

作
業
に
対
し
、
必
要
な
原
材
料
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

■
対
象　

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
団
体

■
対
象
活
動　

市
が
管
理
す
る
道
路
、水
路
、

公
園
、
広
場
な
ど
の
補
修
、
修
繕
、
草

刈
り
、
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど

■
支
給
す
る
原
材
料
な
ど　

砂
、
砕
石
、
セ

メ
ン
ト
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
、
Ｕ
字
溝
、

草
刈
り
機
の
燃
料
、
草
刈
り
機
の
刃
、

ペ
ン
キ
な
ど

■
そ
の
他　

原
材
料
費
は
、
１
事
業
に
つ
き

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
ま
た
、
支

給
申
請
書
、
完
了
報
告
書
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
照
会
先　

建
設
総
務
課
（
☎
23
―
７
２
７

９　

23
―
７
７
４
６
）

陸
前
高
田
市
に
み
ん
な
で

図
書
館
を
つ
く
ろ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
は
、
古
書
買
取
業
者
と
提
携

し
、
買
取
相
当
額
を
図
書
館
の
再
建
資
金
に

活
用
す
る
「
～
陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ
め
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

関
市
教
育
委
員
会
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
協
力
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
不
要
書
籍
な

ど
の
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

７
月
２
日（
火
）～
31
日（
水
）

■
受
付
場
所　

教
育
総
務
課
、生
涯
学
習
課
、

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
各
受
付
場
所
の
開
庁
、
開

館
時
間
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ

さ
い
。）

■
受
付
で
き
る
も
の

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
（
国
際
標
準
図
書
番
号
）
が
印

刷
さ
れ
て
い
る
本
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト

■
受
付
で
き
な
い
も
の

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
本
、
百

科
事
典
、
コ
ン
ビ
ニ
コ
ミ
ッ
ク
、
個
人

出
版
の
本
、
雑
誌

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

６　
　

23
―
７
７
７
８
）

関市の人口（6 月1 日現在）

 92,394 人  （ － 82 人）

男 45,066 人 　（－ 32 人）

女 47,328 人　（－ 50 人）

世帯数 34,144 世帯（ー 24 世帯）

※（　）は前月比

ナ
歌
喜
（
な
か
よ
し
）

　

懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
を
仲
間
と
楽

し
く
歌
う
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

地
域
の
文
化
祭
へ
の
参
加
を
目
標
に
、

柔
軟
体
操
・
発
声
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
か
ら
始
め
る
の
で
、
初
め
て
の
方
で

も
気
軽
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
練
習
日
時　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
練
習
場
所　

中
部
公
民
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
照
会
先　

ナ
歌
喜
・
小
川
（
☎

　

０
９
０
―
３
１
５
７
―
８
６
４
０
）

　

ま
た
は
松
井（
☎
０
９
０
―
７
８
５
０

―
０
９
１
７
）

ダ
ン
ス
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

　

体
操
技
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
カ
ッ
コ
い

い
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。「
笑
顔
」

「
技
」「
自
信
」
を
育
て
ま
す
。
市
内
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
見
学
・
体
験
大
歓
迎
で
す
。

■
対
象　

主
に
年
中
園
児
～
小
学
４
年
生

■
練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日　

午
前
９

時
～
正
午

■
練
習
場
所　

安
桜
小
学
校
・
体
育
館

■
申
込
・
照
会
先　

ダ
ン
ス
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
・
石
河
（
☎
０
９
０
―

１
８
２
７
―
０
８
３
１
）

◆
市
民
掲
示
版　

申
込
・
照
会
先　

秘

　

書
広
報
課
☎
23
―
６
８
０
６

会員
募集

7月のプラネタリウム投影
日　 時

テ ー マ
場　 所
料　 金

定　 員
お知らせ

照 会 先

7月27日（土）・28日（日）
①午前10時〜　②午前11時10分〜　
③午後1時30分〜　④午後3時〜
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。

「ペルセウス座流星群」
学習情報館3階・コスモホール　
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額。
各回100人（定員になり次第締め切り）
午前10時の回のみ、団体予約を受け付けます。人数は20人以上50人まで

（相談に応じます）。10日前までにご連絡ください。
まなびセンター　☎23-7760

中学生以下
観覧無料
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7月の市民天体観望会
日　　時
テ  ー  マ
場　　所
内　　容
料　　金
定　　員
参加方法

照  会  先

7月27日（土）午後7時～8時30分
「金星と土星を見よう」
学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望
一般300円、中学生以下無料※市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
100人（定員になり次第締め切り）
予約はできません。受付入場開始は午後6時45分から。
（遅れての参加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

武藤津ぎ子さん

　5月で100歳の誕生日を迎えられた武藤津ぎ子さん
（洞戸市場）に、尾関市長からお祝い金が贈呈されま
した。武藤さんは、市長の質問にもはっきりと受け答
えをされ、元気そのもの。日々の楽しみはクロスワード
パズルを自分で解くことで、今もお風呂や身の回りの
ことなど、できることは自分でこなされるそうです。こ
の日はお子さん夫婦たちにも囲まれて、笑顔いっぱい
の津ぎ子さんでした。いつまでもお元気で。

照会先　高齢福祉課　☎２３－７７３０

長
良
川
鉄
道

貸
切
列
車
利
用
補
助
金

　

関
市
長
良
川
鉄
道
協
力
会
で
は
、
長
良
川

鉄
道
を
貸
切
利
用
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
構

成
す
る
団
体
（
企
業
、組
合
な
ど
を
含
む
）

■
補
助
金
額　

１
回
１
団
体
５
０
０
０
円

■
申
請
方
法　

列
車
を
利
用
す
る
10
日
前
ま

で
に
申
請
書
、
利
用
者
名
簿
、
行
程
表

を
添
え
て
市
民
協
働
課
へ
提
出

■
貸
切
料
金　

片
道
最
低
区
間
料
金
は
、
２

万
６
０
０
０
円
か
ら
で
す
。
詳
し
く
は

長
良
川
鉄
道
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
６
８
３

１　

23
―
７
７
４
４
）

ま
ご
こ
ろ

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
る
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
平
成
25
年
２
月
～
５
月
分
、
敬
称
略
、

寄
付
日
順
）

■
教
育
振
興
の
た
め　

▽
パ
ジ
ェ
ロ
製
造
労

働
組
合
＝
５
万
円

■
交
通
遺
児
の
た
め　

▽
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
・

チ
ャ
ク
ラ
＝
５
万
円

■
社
会
福
祉
の
た
め　

▽
匿
名
＝
18
万
円　

▽
濃
風
会
＝
５
０
０
０
円　

▽
関
山
草

会
＝
２
万
円

■
環
境
保
全
の
た
め　

▽
ユ
ニ
ー
㈱
＝
４
万

９
５
２
９
円

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
せ
き
６
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
「
国
保
税
を
試
算
す
る
と
」
の
欄

【
誤
】（
２
）
夫
40
歳
、
妻
38
歳
、
夫
所
得
１

３
７
万
円
…

【
正
】（
２
）
夫
40
歳
、
妻
38
歳
、
子
ど
も
１

人
、
夫
所
得
１
３
７
万
円
…

【
誤
】（
３
）
夫
68
歳
、
妻
68
歳
、
夫
所
得
２

３
０
万
円
、
妻
所
得
78
万
円
…

【
正
】（
３
）
夫
68
歳
、
妻
68
歳
、
夫
所
得
１

１
０
万
円
（
年
金
収
入
２
３
０
万
円
）、

妻
所
得
０
円
（
年
金
収
入
78
万
円
）
…

■
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23
―
７
７
０
１
） 

　

６
月
に
送
付
し
ま
し
た
関
市
健
診
受
診
券

に
同
封
し
た
チ
ラ
シ
の
「
健
診
・
が
ん
検
診

等
指
定
医
療
機
関
一
覧
」
の
中
で
、
電
話
番

号
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
【
さ
わ
や
か
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
の
電
話

番
号

【
正
】
☎
46
―
９
３
６
１

※
な
お
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
予
約
な
し
で

　

も
受
診
可
能
で
す
。

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１
）

7月14日（日）
8月4日（日）
午前９時～正午
市民課・国保年金課
生活環境課
に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

7・8月の
市役所休日窓口開設

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 112 円 △ 69 円

大根 １本 123 円 △ 3円

牛肉（ロース）スライス 100 ㌘ 881 円 73 円

牛乳 紙パック１㍑ 182 円 4円

食パン スライス１斤 144 円 △ 4円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 335 円 27 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,335 円 0円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:6 月 1 日）（価格は消費

税込み）△印＝マイナス

6月の平均小売価格



28広報せき 2013.7.1

心の健康相談 「愛の血液助け合い運動」実施中

7 月 16 日（火）

7 月 19 日（金）

7 月 28 日（日）

献血にご協力を ― 献血で 救える命 そこにある ―

◆中部電力㈱関営業所（西町 )
　9:30 ～ 12:00
◆関連合刃物協同組合（肥田瀬 )
　13:30 ～ 16:00

◆光和工業㈱（小屋名 )
　9:30 ～ 11:30
◆関高等学校 ( 桜ヶ丘 )
　13:00 ～ 16:00

◆ピアゴ関店 ( 片倉町 )
　9:30 ～ 12:00､ 13:30 ～ 16:00

成人健康相談

● 日 時・ 場 所　7 月 09 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
＝関市保健センター

　　　　　　　7 月 23 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
　　　　　　　＝関保健所
●相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター、
　　　　　関保健所健康増進課（☎ 33-4011） 
うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩み
の方ご相談ください。

●日 時 　7 月 31 日（水）午前 9 時～ 10 時 30 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要です。）　　　

●場所・照会先　関市保健センター

※ 3 日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血でき
ません。ご注意ください。

健
康
情
報

H
e

a
lt

h
 
In

f
o

r
m

a
t

io
n

うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩みの方
ご相談ください。

日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

7/7 やまとう内科クリニック（ 北 仙 房 ☎ 25-0505）金 子 歯 科 医 院（ 市 平 賀 ☎ 22-6000）

14 乾 医 院（ 武芸川町高野 ☎ 46-2017）さこう歯科クリニック（ 東新町5丁目 ☎ 21-2201）

15 平 岡 医 院（ 武芸川町谷口 ☎ 46-3027）く ろ だ 歯 科 医 院（ 平成通1丁目 ☎ 25-2888）

21 臼井ハツラツクリニック（ 鋳物師屋6丁目 ☎ 25-0330）後 藤 歯 科 医 院（ 栄町2丁目 ☎ 22-0766）

28 柳 田 整 形 外 科（ 緑町2丁目 ☎ 24-2323）交 告 歯 科 医 院（ 西 田 原 ☎ 23-6077）

8/4 早 川 医 院（ 元 重 町 ☎ 22-2138）亀 山 歯 科 医 院（ 小 屋 名 ☎ 28-2122）

7
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

※予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承ください。
※乳がん・子宮がん検診、ヤング健診、骨粗しょう症検診は、託児があります。

7 月～ 8 月上旬の関市健診

7 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

関市保健センター 毎週
（火） 10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付・妊婦健診受診券の交付

妊娠中の健康についてのお話
その他保健センター 予約制

はじめての
子育て教室 関市保健センター 27 日

（土） 9:30 ～ 11:30 赤ちゃんの沐浴（お風呂）実習、
お父さんの妊婦体験（予約が必要）

子どもの心の
相談

関市保健センター

17 日
（水）   9:00  ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（前日までに予約が必要）

すこやか相談 18 日
（木） 13：00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

乳幼児健康相談

板取保健センター 12 日
( 金 )  9:30  ～ 11:00 

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

洞戸保健センター 19 日
( 金 )  9:30  ～ 11:00 

武芸川保健センター 29 日
（月） 10:00 ～ 11:30

関市保健センター 29 日
（月） 13:00 ～ 14:00

種  別 予約先 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺・
前立腺がん検診

関市保健センター 7 月 29 日（月）
8:30 ～ 10:30

武芸川保健センター 7 月 23 日 ( 火 )
8:30 ～ 11:00

特定・ヤング
健診

胃・大腸・肺・
前立腺がん検診

洞戸保健センター 7 月 25 日 ( 木 )
8:30 ～ 11:00

板取保健センター 8 月 4 日 ( 日 )
8:30 ～ 11:00

肺がん検診 洞戸保健センター 7 月 25 日 ( 木 )
13:30 ～ 15:00

種  別 予約先 検診場所 日時

乳・子宮がん検診 関市保健センター

7 月 22 日 ( 月 )
9:00 ～ 11:00
8 月 1 日 ( 木 )
9:00 ～ 11:00

乳・子宮がん
骨粗しょう症検診 武芸川保健センター

7 月 12 日 ( 金 )
9:00 ～ 11:00

8 月 9 日（金）
9:00 ～ 11:00

ヤング健診
骨粗しょう症

検診
関市保健センター 7 月 21 日 ( 日 )

9:00 ～ 11:00
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7月12日（金）午後6時～7時

7月17日(水)

午前10時30分～11時30分

7月24日（水）

午前11時45分～午後０時15分

わかくさ・プラザ「学習情報

館３階・パソコン研修室」

図書館内

「おはなしコーナー」

わかくさ・プラザ「学習

情報館2階・和室」

渡辺英史さん

（読売新聞東京本社メディア

局データベース部次長）

ダーリンプル規子さん、

ゼミ生の皆さん

（中部学院大学短期大学部

幼児教育学科）
加藤コラゾンさん（中部学院

大学短期大学部准教授）社会人・学生 0～1歳児と保護者

1～3歳児と保護者30人 ※申し込み順 15組30人 ※申し込み順

12組24人　※申し込み順（7月

5日から受付開始）
明治7年の創刊号から昨日の朝

刊まで、140年分の記事が自在に引き出せ

る「ヨミダス歴史館」。最近の気になる話題

や、懐かしい昭和の名場面など、実際に検

索しながら活用のコツを身に付けます。

手遊びやふれあい遊びなど、

親子でゆっくり楽しい時間を過ごし

ながら、お子様の好きな遊びや今まで

とは違った一面を発見してみません

か？短大生がお手伝いします。

親子で楽しく歌ったり、遊んだり、

英語のシャワーの中で、楽しく英語に触れ

ましょう。

「ヨミダス歴史館」で学ぶ
新聞記事検索のコツ

第3回 みんなであそぼう 第2回 Let`s listen,
 sing and play in English

(英語でうたってあそぼう) 
日　時

日　時

日　時場　所

場　所

場　所講　師

講　師

講　師
対　象 対　象

対　象定　員
定　員

定　員内　容 内　容

内　容

24-2525

桜本町2 丁目
7 月の休館日 1日(月)、8日(月)、16日（火）、22日（月）、29日（月）

24-2529

若草通2 丁目 7 月の休館日 1日（月）、8日（月）、22日（月）、29日（月）

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：6日・13日・20日・27日（いずれも午後2時～2時30分）／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：7日・14日・28日（いずれも午後2時～2時30分）／読み手：かみふうせん
　　　  21日（午後2時～2時30分）＝第３日曜日（読書の日）／読み手：職員
木曜日：11日（午前10時30分～11時）／対象：2.3歳児／読み手：こちょこちょ
　　　 18日（午前10時30分～11時）／対象：0～2歳児／読み手：てくてく

場　所

日　時

図書館イベントは“参加無料”です。お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、

FAX、E-mailにてお待ちしています。

▲

夏休み中の図書館開館時間の延長
　わかくさ・プラザの関市立図書館では、市内小・中学校の夏休み期間に合わせて、次のとおり開館時間を延長します。
　実施期間：7月13日（土）～9月１日（日）※月曜日は休館日です。 

　開館時間：平日＝午前9時30分～午後8時（朝30分早く開館）
　　　　　　土・日曜・祝日＝午前9時30分～午後6時（朝30分早く開館、1時間延長開館）

図書館イベント参加者募集

6月の
おはなし会

6月の
おはなし会

※行事・日時など一部変更されることがあります。

7月の主な行事

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

6日（土） 市民ロビー
アフタヌーンコンサート
山田雅美・須田恵理子ソプラノ
独唱、ピアノ独奏、ピアノ連弾

午前11時

11日（木）～
12日（金）

第2～6会議室
第1～3個展室

関市教育委員会
就学相談会 午前9時

14日（日） 小ホール 関市立関商工高等学校演劇部
第9回夏季校内公演 午後3時

15日
（月・祝） 大ホール

一般社団法人武儀医師会
がん検診促進のための講演会

「笑いと健康」　林家木久扇氏
午後6時30分

17日（水） 小ホールほか ㈱キッズコーポレーション
関商工高等学校進路ガイダンス 午後1時

21 日（日） 大ホール 関市民吹奏楽団
第20回定期演奏会 午後2時

28 日（日） 第3・4会議室 第38回中濃俳句大会 午後1時

有料

第246回市民の劇場

「ブッダ」
わらび座ミュージカル

9月15日（日）

開演：午後2時
開場：午後1時30分

関市文化会館

全席指定 2,000円（税込）

助成：（財）地域創造

前売

7月 12日 (金 )

発売開始
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日 関　地　区 武芸川地区

7/6 三 和 住 宅 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

7 小 沢 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

13 兼 松 管 工 （ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

14 オ ザ キ （ 小 瀬 ☎ 2 3 - 1 3 7 2 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

15 波 多 野 設 備 （ 東 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 6 7 6 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

20 丸 長 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

21 山 田 設 備 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 5 9 7 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

27 ア テ イ ン ム ラ イ （ 春 里 町 2 丁 目 ☎ 2 2 - 9 4 3 2 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

28 シ ン エ イ 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 1 7 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

8/3 堀 内 工 業 （ 下 白 金 ☎ 2 8 - 2 8 8 0 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

4 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058-384-0312）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

7/6 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

7 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

13 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

14 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

15 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

20 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

21 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

27 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

28 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

8/3 漆 畑 商 店 （ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

4 加 納 水 道 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

7 月の水道当番

7月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）
　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）
　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）
●結婚相談（☎23-7776）

　 ▼  5日（金）・19日（金）午後1時～3時30分
　　13日（土）・28日（日）午前9時～11時
　　学習情報館2階　2-1研修室

　 ▼  5日（金）午後1時～3時30分
　　28日（日）午前9時～11時
　　洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター
●高齢者相談（中央☎25-2988、東☎49-2122、西☎0581-58-2711）
　月～金曜日　午前9時～午後5時　中央・東・西の各地域包括支援センター

●福祉総合相談（☎22-0372）
　各日とも午後1時30分～3時30分

　洞戸　12日（金）  武芸川　16日（火）

　板取　04日（木）  上之保　23日（火）

　武儀　19日（金）

　関 　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階　1-1相談室

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　2日（火）、8月6日（火）午後1時～4時

　総合福祉会館1階　1-1相談室 

●臨床心理士によるこころの健康相談（☎21-5566）

　8日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口）（予約が必要）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　10日（水）・24日（水）午後1時～3時

　21日（日）午前10時～正午

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　家庭児童相談室

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター

●まちの保健室（☎24-0111）

　28日（日）午前11時～午後1時

　総合福祉会館1階　生活訓練室

●内職就業相談（☎24-6767）
　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）
●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）
　17日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー
●多重債務相談（☎23-6752）1日（月）～10日（水）（土・日を除く）に電話予約
　12日（金）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●消費生活相談（☎23-6752）
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課
●法律相談（☎22-2266）
　22日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）
●経営改善相談（☎22-2266）
　22日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）
●ＤＶ電話相談（☎25-1489）
　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日の午前8時30分から市民課へ電話予約（先着8人）

　 ▼  4日（木）午後1時30分～3時30分　上之保老人福祉センター　会議室（予約☎47-2001）

　 ▼11日（木）・18日（木）・25日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階　1-1相談室（予約☎23-6706）

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  ４日（木）午後1時～3時　総合福祉会館1階　1-1相談室

　 ▼16日（火）午後1時～3時　武芸川老人福祉センター　会議室

●不動産に関する相談（☎23-6706） ▼  9日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　国保年金課（予約が必要）

｝各老人福祉センター
相談室

発行／岐阜県関市　編集／秘書広報課　〒 501-3894 関市若草通 3 丁目1番地　☎ 0575-22-3131　　 0575-23-7744

E-mail hishokoho@city.seki.lg.jp　ホームページ http://www.city.seki.lg.jp/
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